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はじめに

ついに最終回を迎えた当連載ですが、

そんなことも気にせずに粛々と話を進

めてゆきましょう。

前回は、ひとつのサンプルアプリケ

ーションをベースとして、どのような

設計に基づいて実装を進めるかを検証

しました。今回は、その続きとして、

ユーザーインターフェイス（以下UI）

層の裏に存在するコンポーネント群が

どのように構成されているかを見るた

めに、コードのウォークスルーを進め

てゆきます。

なお、使用するサンプルは下記の

Webサイト、

「ASP.NET Web Solution Guide」

http://www.microsoft.com/japan/msdn/

net/aspnetsolution/

からダウンロードすることができます。

コンポーネント群の
役割

本稿で使用する「ASP.NET Web

Solution Guide」のサンプルアプリケー

ションにおいて利用されるコンポーネ

ントは、2つのプロジェクトに分かれて

構成されています。ソリューションエク

スプローラを参照するとすぐにわかる

と思いますが、“Controller”と“Mo-

dels”というプロジェクトです（図1）。

各々の役割を検証しながら、実装の

様子を見てゆきます。

sControllerプロジェクト

Controllerプロジェクトは、前回に解

説した実装のモデル（設計）にあては

めて考えると、UIとバックエンドのロ

ジックをつなぐ“仲立ち”になってい

ます。このライブラリの存在によって

UIとビジネスロジックの結合度を落と
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図1：サンプルのプロジェクト構成
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し、システムに対しての柔軟性を与え

ることができるようになっています。

また、画面遷移の情報などもこのコ

ンポーネントの中にもつように実装さ

れています。これによって、UIの変更

やビジネスロジックの変更などへ対応

する場合の“問題の局所化”を実現し

ています。

sModelsプロジェクト

Modelsプロジェクトの中では、デー

タアクセスなどの詳細なビジネスロジ

ックが実装されています。商品管理か

ら社員情報の取り扱いなど、各々の役

割ごとにコンポーネントを用意してい

ます。

このコンポーネントの構成は、アプ

リケーションの作成時にあらかじめ設

計されたモデルに基づいています。こ

のような構成をとっておくことで、UI

とビジネスロジックでの問題の局所化

に加えて、システム全体における変更

に対する耐性を高めることも可能にな

ります。

Controllerプロジェクト
の実装を検証する

では、実際のコードを順に追ってゆ

きます。まずはControllerプロジェクト

のコンポーネントから見てみましょう。

このControllerプロジェクトには

「Controller.vb」という、ひとつのファ

イルだけが用意されています。このソ

ースコードが、Controllerというクラス

を構成しています。

いくつかの実装上のポイントを追っ

てゆきましょう。

まず、クラスの宣言部分を見てみまし

ょう。以下のコード部分では、System.

Web名前空間の利用がImportsキーワ

ードによって宣言されています。

Imports System.Web
Public Class Controller

Public Sub New()
End Sub

これは、Webアプリケーションや

XML Webサービスで利用されるコンポ

ーネントを作成するときのポイントの

ひとつです。

このSystem.Web名前空間を利用す

ると、Webアプリケーションにおいて

クライアントと通信している情報をコ

ンポーネントの内部から利用できる

ようになります。この情報を「Http

Context」と呼んでいます。このHttp

Contextを元にして、コンポーネントが

クライアントに対してデータを提供し

たり、逆にデータを得るなどというこ

とが可能となります。

Controllerプロジェクトのコンポーネ

ントではリスト1のようなメソッドの実

装の中で、このSystem.Web名前空間

の情報を利用しています。

リスト1のGoOrderというメソッド

は、商品の発注ページを表示させるため

に利用されるものです。ここでは、まず、

Dim ctx As HttpContext = HttpContext.Current

というコードによって、アプリケーシ

ョンとクライアントとの間で交換され

ているHttpContextの情報を、変数

「ctx」の内部に格納しています。この

変数には、セッションの情報なども格

納されています。そこで、このユーザ

ーとのセッションにおいて利用される

データベースの値をSession変数の中に

格納しています。

「sm」という名称で宣言されている

StockManagerというクラスは、Models

プロジェクトに含まれているビジネス

ロジック群のひとつです。このインス

タンスに用意されているGetProducts

メソッドを利用して、商品情報や発注

に使用される社員情報／顧客情報など

を順次格納しています。

たとえば、

ctx.Session.Add("Products", sm.GetProducts())

という行では、ユーザーとのセッショ

ンに「Products」というSession変数を

用意し、StockManagerクラスのGet

Productsメソッドから取得されるデー

タを格納する、という意味を表わして

います。

必要なデータの格納が終了した後は、

適切なページへの遷移を実行していま

す。

ctx.Server.Transfer("OrderForm.aspx")

というコードは、Serverオブジェクト

のTransferメソッドによってOrder

Form.aspxへリダイレクトするという

ことを表わしています。

このGoOrderメソッド以外の部分も

順次スクロールしながら見てみましょ

う。どのメソッドも同じように、要求

が行なわれるとHttpContextの情報を

用いて必要なデータを渡したり、逆に

読み取ったりしながら画面遷移を実行

している様子を確認することができる
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